
妊婦
に ん ぷ

応援
おう えん

都市
と し

宣言
せんげん

命
いのち

のはじまりからおわりの時まで、健
すこ

やかでいきいき生きることは 

私たち皆
みな

の願
ねが

いです。 

私たちは、一人
ひ と り

ひとりが子宮
し き ゅ う

に宿
やど

った命のはじまりの時から平等
びょうどう

で

かけがえのない存在
そんざい

です。 

自
みずか

らの命の大切さや人とのつながり、助け合い
た す け あ い

の必要性
ひつようせい

をあらため

て意識
い し き

する時代
じ だ い

が来ました。 

命のはじまりを担
にな

う妊産婦
に ん さ ん ぷ

やまちの宝
たから

である子ども達
たち

が安心
あんしん

して 

暮
く

らせるよう、地域
ち い き

や企業
き ぎ ょ う

、関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

との連携
れんけい

はもとより、 

市民一人ひとりが、命の絆
きずな

を紡
つむ

ぐ大切な役割
や く わ り

があることに気付
き づ

き、 

妊産婦や子どもに寄
よ

り添
そ

うことが大切です。 

妊産婦が安心して暮らせる地域をつくることは、全世代
ぜん せ だ い

の市民の

健康
けん こ う

増進
ぞ う し ん

や地域のソーシャルキャピタルの醸成
じょうせい

を図
はか

ることになり、 

だれもが暮らしやすい地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

へとつながります。 

全
すべ

ての市民が自らの命とともに妊産婦や未来
み ら い

の子どもを大切に 

する風土
ふ う ど

をつくるため、ここに「妊婦
に ん ぷ

応援
おう えん

都市
と し

」を宣言します。 

平成 29 年 12 月 3 日  

妊婦応援都市宣言キックオフ大会 



私たちは、一人ひとりが 

子宮に宿った命のはじまりの時から 

平等でかけがえのない存在です。 

すべての市民が、自らの命とともに 

妊産婦や未来の子どもを大切にする 

風土をつくるために・・・ 

日 時  平成 29年 12月 3日（日）午後1時 30分～3時 40分 

会 場  名張市防災センター (鴻之台 1番町 2番地) 

主 催  名張市  

後 援  三重県 

妊産婦・子育て世代 

そして誰もが暮らしやすい共生社会の実現に向けて



事前プレゼンテーション 「うまれてきてくれてありがとう」 

                写真協力；市民のみなさま（名張市の事業より） 

主催者挨拶      名張市長  亀井利克  

妊婦応援都市宣言   名張市長  亀井利克  

事業概要説明 

「名張市の妊娠期からの切れ目ない支援 こそだてサポーター養成講座について」 

健康・子育て支援室 母子保健係長 保健師 半田公美

サポーターリング授与   子育て支援員代表者
竹村八重美 様・田畑八千代 様・齋藤公太郎 様 

祝 辞        三重県副知事  稲垣 清文 様

基調講演  

「妊産婦・子育て世代そして誰もが暮らしやすい共生社会の実現に向けて」 

厚生労働省 子ども家庭局長 吉田 学 様

応援メッセージ  「わたしたちができること」  関係する団体のみなさま

ロビー；展示・体験コーナー  

こども支援センターかがやき、名張版ネウボラ事業に関する掲示、 

児童虐待防止オレンジツリー等の展示、妊婦体験、産道体験 

・名張市議会       福田博行 様   
・名賀医師会        北森祥子 様 
・伊賀歯科医師会     村田省三 様  
・伊賀薬剤師会      赤井一彦 様  
・地域づくり代表者    小引福夫 様  
・名張商工会議所    増岡孝則 様  
・伊賀南部農業協同組合 夏秋可則 様 
・保育園保育所施設長会 竹島美加子 様

・児童発達支援センターどれみ  森由佳 様 
・主任児童委員部会        竹中智恵美 様 
・サークル連絡協議会       守屋さおり 様 
・子育て支援員         中森かよ子 様 
・伊賀児童相談所         森本良一 様
・児童家庭支援センター      山口伴尚 様 
・名張市社会福祉協議会      奥村和子 様
・三重県助産師会         林みち子 様 
・三重県立看護大学地域交流センター 宮﨑つた子 様 

・コメント     厚生労働省子ども家庭局長  吉田 学 様 

・コーディネート  健康・子育て支援室 保健師 上田 紀子

プ ロ グ ラ ム 

イラスト提供；なばりのこどもたち他 



ＰＲＯＦＩＬＥ  

吉田 学 （よしだ まなぶ） 様  
・昭和 59（1984）年 厚生省（現・厚生労働省）入省
・平成 6年 4月～9年 3月 山口県庁勤務 
（民生部高齢福祉課長、健康福祉部高齢保健福祉課長）
・省復帰後、健康局臓器移植対策室長、保険局老人医療企画室長、
大臣官房広報室長、政策評価官、（独）国立病院機構本部企画経営部長、
 保険局保険課長などを経て、
・平成 25年 1月～内閣官房社会保障改革担当室審議官（社会保障制度
改革国民会議事務局を兼務）
・平成 26年 7月～厚生労働省大臣官房審議官（医療介護連携担当）
・平成 28年 6月～厚生労働省雇用均等・児童家庭局長
・平成 29年 7月～【現職】厚生労働省 子ども家庭局長

名張市では子育て支援に関する様々な研修会や出前講座、教室、支援者の交流会などを開催しています。

「こそだてサポーター養成講座」 市の子育て支援の大切さを広めるための出前講座です。 

○命の大切さ、妊婦さんや子どもの特徴や子育て支援の大切さ、 

「なばり子育て支援員研修」について知っていただくための出前講座を実施します。 

○受講された方にシンボルグッズ「ホワイトリング」をお渡しし、子育ての応援者となっていただきます。

○講座は地域や企業、学校などの場に随時出前講座（90分程度）を実施します。 

【お問合せ先】健康・子育て支援室☎63－6970 FAX63－4629 

「なばり子育て支援員研修」 国の子ども・子育て支援新制度に対応する研修です。

○名張市で実施する「地域保育コース」修了者を市が、全国で通用する「子育て支援員＊」として認定

します。（＊国家資格ではありません。） 

○研修を修了され、認定証が発行された方は、小規模保育･家庭的保育の補助者･一時預かり事業やファミ

リー･サポート援助会員として登録し活動ができます。また、託児事業やこども支援センターかがやきや

地域の広場においてのボランティアとして活動していただきます。 

○研修は年に1回開催（6日間の講義と保育・託児実習・26科目30時間）します。 

【お問合せ先】こども支援センターかがやき☎67－0250 FAX66－5650 


